
向暑の候、貴施設におかれましては益々ご繁栄のこととお慶び申し上げます。
平素は、当院の運営にご理解とご助力を賜り、また、多数の患者様をご紹介いただき、厚く御礼申し上げます。
このたび、東海大学医学部付属八王子病院医療連携ニュース2023年6月号を発行いたしました。
先生方が、ますます当院との医療連携を深めていただく、一助となれば幸いです。

患者支援センター長 小田真理、 医療連携室長 角田隆俊
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新生東海大八王子整形外科におけるこれからの診療

2023年4月より6名の医師が変更となり、合計8名の常勤医にて診療を行っています。現在、
上肢（4名）、脊椎（2名）、下肢（2名）とすべての分野で専門性を持った医師が担当しており、取
り扱う疾患は整形外科疾患であれば担当専門医師が最善と思える治療を東海大学医学部付
属病院と連携し、質の高い診療を提供させていただきます。
特に肩関節疾患は拘縮肩（五十肩、肩関節周囲炎）、肩腱板断裂、上腕骨近位端骨折など
中高齢者中心の疾患や投球障害肩、有痛性肩関節障害、反復性肩関節不安定症など若年者
が対象となるスポーツ関連疾患まで幅広く診療を行っております。これらの疾患に対して保存
治療に抵抗した場合、関節鏡を利用した低侵襲手術（写真）を行います。また高齢者骨折、難
治性腱板疾患等には術後日常生活動作獲得のために、積極的に解剖学的人工関節やリバー
ス型人工肩関節を使用し良好な成績を報告しています。

東海大学医学部付属八王子病院
整形外科医長 教授 内山善康 医師

【専門分野】
肩関節疾患、肩肘スポーツ障害、重度四肢外傷

【専門医・認定医】
日本整形外科学会認定医、日体体育協会スポーツ医

また、高齢者変性疾患である脊椎疾患（腰部脊柱管狭窄症、腰椎椎間板ヘルニア、腰椎変
性すべり症、頚椎症、後縦靭帯骨化症）や股関節疾患（変形性股関節症、大腿骨頭壊死、関
節リウマチ股）、膝疾患（変形性膝関節症、関節リウマチ膝、半月板損傷）等も対応可能です。
その他にも専門性が高い手の外科疾患である神経断裂、骨・軟部腫瘍などマイクロサージェリ
ーを利用した細かな手術も得意としており、入院手術だけでなく、疾患や外傷の内容により、日
帰り手術も行なっておりますので気軽いご相談ください。

当院は救急センターを併設しており、軟部組織
損傷を合併した四肢開放骨折等も今後は積極的
に診療にあたり、更なる地域医療の発展に尽力
したいと思います。
若手整形外科医師の指導を含め皆様のご期待
に添えるよう努めてまいりますので、ご遠慮なくご
相談、ご紹介いただきますようお願い申し上げま
す。

2019年1月放送 TBS「消えた天才」に出演



医療連携室からのお知らせ
当院では、午前8時から11時までに来院された初診患者様は、予約の有無にかかわらず診療いたします。（一
部の診療科を除く）
ご紹介におかれましては、紹介状を作成いただき、当日に持参いただければ幸いです。なお、従来の事前予
約による診療も行っております。

医療機関専用ダイヤル 042-639-1114 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

医療機関専用ファックス 042-639-1115 24時間対応 ＊受付時間以降の受信は、翌日対応となります。

一般ダイヤル 042-639-1111(代表) 平日8:30～16:30、第2,4,5土曜日 8:30～14:30

診療受付時間：月曜日～金曜日、第2・4・5土曜日 8：00～11：00
休診日：日曜日・祝日、第1・3土曜日、11月1日（建学記念日）、12月29日～1月3日

当院のリウマチ内科における取り組み

東海大学医学部付属八王子病院
リウマチ内科医長心得 助教 佐々木則子 医師

【専門分野】
リウマチ・膠原病学

【専門医・認定医】
日本内科学会認定内科医・指導医
総合内科専門医
日本リウマチ学会専門医・指導医

リウマチ性疾患に対し専門的治療を行う医療機関
は限られており、これからも地域に貢献できるよう
努力していきたいと思います。今後は特に病診連携
がとれるように近隣の医療機関の先生方と積極的
にコミニケーションをとっていきたいと考えておりま
すので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたしま
す。

当科では現在、常勤医3名、非常勤医2名によって診療を行っております。外来では約
1500名程の再診患者様がおり、初診は約200名程です。入院患者さんは年間約70名程
受け入れております。
リウマチ内科で扱う疾患は多彩です。関節リウマチを始めとする膠原病、膠原病類縁
疾患、その他の自己免疫疾患を対象に診療を行っています。外来では関節リウマチに
対する診療を中心に行い、寛解を目標にメトトレキサートを始めとする疾患修飾性抗リウ
マチ剤や生物学的製剤の投与をしています。最近は高齢化社会に伴い、肺疾患の合併
や腎機能障害などを合併する方が多くご紹介されています。入院加療としては、全身性
エリテマトーデスや多発性筋炎／皮膚筋炎、血管炎症候群などに対して副腎皮質ステ
ロイド剤の投与や免疫抑制剤の併用をします。リウマチ性疾患は多臓器が障害され得
る全身性疾患であり、治療経過も長いため、重篤な臓器障害の場合や、周術期、妊娠/
出産時、小児からの移行医療などには他科と連携し診療をする必要があります。例えば、
抗ARS抗体症候群や抗MDA5抗体陽性の急速進行性間質性肺炎に対して、血漿交換
療法を用いた治療を行います。これにより患者さんの生命予後も改善しております。


